
炭酸化させたガラス繊維補強モルタルの埋設型枠としての一体性に関する検討 

 

鹿島建設(株)  正会員 ○取違 剛 永井勇輔  東洋大学 正会員 横関康祐 

中国電力(株) 正会員 河内友一  ランデス(株) 正会員 藤木昭宏  デンカ(株) 正会員 森泰一郎 

 

１．目的  

筆者らはこれまでに，炭酸化によってガラス繊維のアルカリ劣化を抑制した，ガラス繊維補強モルタル（以

下，GRM）を埋設型枠に適用する検討を実施し，厚さ 40mm の GRM が約 6N/mm2の曲げ強度と，普通コンクリー

トと同等以上の塩化物イオン浸透抵抗性を有することを確認している 1）．この GRM を埋設型枠として使用する

うえでは，後から打ち込まれるコンクリートとの一体性

が重要となる．そこで本検討では，GRM 製の埋設型枠（以

下，GRM パネル）と後打ちコンクリートとの鉛直界面に

着目し，一体性に関する検証実験を行った． 

２．試験概要 

本試験に供したGRMパネルの形状寸法を図－1に示す．

パネルの大きさは 600×600mm，厚さは 40mm であり，50mm

ピッチで円錐状の小孔を設けている．表－1 に示す使用

材料を用い，表－2 に示した配合の GRM を練り混ぜた．

このGRMを加圧成型して即時脱型し，温度50℃，湿度40％，

CO2濃度 80％の環境で 1日間炭酸化養生した．GRM を 100

×100mm にカットし，図－2に示す形状を製造可能な木製

型枠に設置した．その後，W/C=55％，単位水量 168kg/m3，

スランプ 12cm，空気量 4.5％，Gmax=20mm の普通コンク

リート（σ28＝40.7N/mm2）を打ち込んだ．コンクリート

打込みから 14 日，28 日にて，図－2に示すよう

に二面せん断試験によりせん断強度を算出した．

また，GRM を 100×400mm にカットし，100×100

×400mmの鋼製型枠の側面に設置した．その後，

上述した普通コンクリートを打ち込んだ．打込

みから 7日後，14 日後，28 日後にコアカッター

で図－2 に赤点線で示すようにφ75mm，深さ

50mm の切込みを入れた。切込みを入れた面にφ

75㎜の鋼製引張治具をエポキシ系接着剤で接着

した。接着剤が硬化後，建研式引張試験機を用

いて載荷速度 0.3kN/s で載荷して破断時の荷重

を求め，断面積から付着強度を算出した． 

さらに，GRM パネルの凹凸部へのコンクリー

トの充填性を確認するために，GRM パネルを側

面に配置した 600×600×600mm の木製型枠に上

述の普通コンクリートを打ち込んだ．写真－1
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表－2 GRM の配合 

W/P 
(%) 

空気量 
(%) 

単位量（kg/m3） 

W C BFS γC2S F S AD1 AD2 GF 

30.0  7 260 253 446 45 187 894 15.4 13 26 

※P=C+BFS+γC2S+F 

 
図－1 GRM パネルの形状寸法 

 

表－1 使用材料 
材料 記号 摘要 

水 W 水道水 

ｾﾒﾝﾄ C 普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ：密度 3.16g/cm3 

混和材 

BFS 高炉ｽﾗｸﾞ微粉末：密度 2.91g/cm3 

γC2S ﾀﾞｲｶﾙｼｳﾑｼﾘｹｰﾄγ相，密度 2.85g/cm3 

F 石炭灰：密度 2.20g/cm3 

細骨材 S 砕砂，表乾密度 2.63g/cm3 

混和剤 
AD1 

高性能減水剤（標準形Ⅰ種） 
ﾎﾟﾘｶﾙﾎﾞﾝ酸系化合物 

AD2 無機鉱物粉体系混和剤 

ｶﾞﾗｽ繊維 GF E ｶﾞﾗｽ，ﾁｮｯﾌﾟﾄﾞｽﾄﾗﾝﾄﾞ，繊維長 12mm 

【二面せん断試験】 
 

 
 

【直接引張試験】 
 

 

 
図－2 試験概要 

 

 
写真－1 充填試験概要 
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に示すように，φ50mm のバイブレータを用いて中心部，も

しくはパネル近傍にて１箇所，15 秒締め固めた．硬化後に

コンクリートカッターで水平に切断し，GRM パネルの凹凸部

へのコンクリートの充填状況を目視観察した． 

３．試験結果 

せん断強度試験結果を図－3に示す．なお，1材齢あたり

5回の試験を行い，同図には全データならびに平均値を示し

た．GRM パネルと普通コンクリートの鉛直界面におけるせん

断強度は 10～12N/mm2であった．既往の研究における凝結遅

延剤を用いて打継ぎ処理をしたコンクリートのせん断強度

が 6～8N/mm2程度 2）であることから，GRM パネルと普通コン

クリートの界面は一般的な鉛直打継ぎ面の 1.3～2倍のせん

断強度を有することが確認された． 

付着強度試験結果を図－4に示す．同図には，後打ちした

普通コンクリート単体にて同様の試験を行ったときの付着

強度試験結果も併せて示した．打継ぎ部の付着強度は材齢

とともに増加し，材齢 28 日で 2.3N/mm2であった．これは，

断面修復材に要求される付着強度 3）1.5N/mm2よりも大きく，

また，凝結遅延剤を用いて打継ぎ処理したコンクリートの

付着強度 2）と同等以上である．また，材齢 7 日では界面で

の付着切れがみられたが，材齢 28 日ではすべて界面の付着

は切れず，両者は十分に一体化していた． 

GRM パネルへの普通コンクリートの充填状況を写真－2に

示す．同図には，凹凸部における未充填箇所を明記した．

また，写真－2の未充填箇所をもとに算出した GRM パネルに

おける未充填箇所の面積率を図－5に示した．GRM パネルか

ら 30cm 離れた中心部のみを締め固めただけでは GRM パネル

の凹凸部に未充填箇所が多く残存してしまうものの，パネ

ル近傍にバイブレータを挿入することで，バイブレータ周

りの 35cm 程度は未充填箇所がなく，その面積率も大きく低

減できることが分かった． 

４．まとめ 

即時脱型タイプの GRM パネルと普通コンクリートとの一

体性について評価した結果，打継ぎ処理したコンクリート

と同等以上の一体性が確保できることを確認した．また，

GRM パネルの近傍でコンクリートを締め固めることで，凹凸

部における未充填箇所の発生を抑制できることを確認した． 
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図－3 せん断強度 
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図－4 付着強度  

 

  
 

 
写真－2 GRM パネルへのコンクリート充填状況 
 

0

2

4

6

8

10

中心部のみ パネル近傍

面
積

率
（
％

）

バイブレータ挿入箇所  
図－5 未充填箇所の面積率 
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